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１） 八女市の現状
①八女市の地域概況
本市は、福岡県の南部に位置本市は、福岡県の南部に位置

し、北は久留米市、広川町、うき
は市、西は筑後市、みやま市、南
は熊本県、東は大分県に接していは熊本県、東は大分県に接してい
ます。
福島地区の伝統的な町並みが

保存され、丘陵地には棚田や茶
園が見事な景観を成す本市にで
は「景観の資源を市民のみなさん
とともに守り、創り、いかす景観づ
くり」を推進しています。くり」を推進しています。
地域の活性化、景観を支える

環境の保全・地域分化の継承、
人々の定住の促進を図り、「伝統人々の定住の促進を図り、「伝統
と躍動の文化都市」の実現に向け
て取り組んでいます。
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耕地

72.47km2

（15％）

その他

78.54km2

宅地

14.93km2

（3％）

（15％）
78.54km

（16％）

総面積

国有林

8.48km2

（2％）

482.53 km2の面積を有し、豊かな森林・河川
に囲まれたうるおいある自然空間をもつ地域
となっています。本市の総面積482.53km2の

民有林

総面積

482.53km2

森林 317.57km2

（66％）

となっています。本市の総面積482.53km2の
うち、森林面積は317.57km2で、森林率が約
66％となっており、県内一の森林面積を有し
ています民有林

309.09km2

（64％）

（66％）

竹林

ています

広葉樹

3,449ha

（11％）

竹林

2,461ha、（8％）

無立木地

450ha、（2％）

広葉樹

1,078ha、（3.5％）

その他針葉樹

36ha、（0.1％）

天然林

3,499ha

（11%）
ヒノキ

4,950ha

（16%）

（11％）

八女市

36ha、（0.1％）

八女市の森林の現状
民有林のうち、人工林は24,401haで、人工林

人工林

24,401ha

（16%） 八女市

民有林総面積

30,811ha

民有林のうち、人工林は24,401haで、人工林
率が約79％と非常に高い地域なっています。
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24,401ha

（79%） スギ

18,336ha

（60％）



八女市の木質バイオマス（エネルギー利用）に関する取組状況八女市の木質バイオマス（エネルギー利用）に関する取組状況八女市の木質バイオマス（エネルギー利用）に関する取組状況八女市の木質バイオマス（エネルギー利用）に関する取組状況

本市では、下記2ヶ所の温浴施設に地域内の間伐材等を燃料とした木質バイオマスボ
イラーが導入されています。

ボイラー本体
ボイラー室

チップ室 ホテルの暖房

風呂の加温

チップ

投入

風呂の加温

状況

ボイラ定格出力 ：５５０ｋＷ（出力範囲：１６５～５５０ｋＷ）

燃料（木質チップ） ：間伐材由来チップ 約９３４トン／年（実績）燃料（木質チップ）

ＣＯ2排出削減量 ：４４２トン／年（実績）

システム価格 ：約７５，０００千円

補助金額 ：約３５，８００千円（約５割）
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（NEPC：平成23年度地域再生可能ｴﾈﾙｷﾞー 熱導入促進事業）

実質負担額 ：約３９，２００千円



調査の背景と目的

平成２４年度平成２４年度平成２４年度平成２４年度 八女市再生可能エネルギー導入可能性調査八女市再生可能エネルギー導入可能性調査八女市再生可能エネルギー導入可能性調査八女市再生可能エネルギー導入可能性調査

太陽光 調査済み太陽光

水力

調査済み

調査済み

八女市内の

木質バイオマス
↓

出力5,000kW以上の

風力

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ

調査済み

調査済み

出力5,000kW以上の

大型発電設備の稼働
↓

難しい

平成２５年度平成２５年度平成２５年度平成２５年度 八女市における木質バイオマス発電設備等導入可能性調査八女市における木質バイオマス発電設備等導入可能性調査八女市における木質バイオマス発電設備等導入可能性調査八女市における木質バイオマス発電設備等導入可能性調査

県内一の森林面積 木質バイオマス発電の詳細調査木質バイオマス発電の詳細調査木質バイオマス発電の詳細調査木質バイオマス発電の詳細調査県内一の森林面積

木質チップ生産・供給の実績

木質バイオマス発電の詳細調査木質バイオマス発電の詳細調査木質バイオマス発電の詳細調査木質バイオマス発電の詳細調査

↓

出力出力出力出力3,000kW未満を想定未満を想定未満を想定未満を想定

↓

木質バイオマスの収集範囲を木質バイオマスの収集範囲を木質バイオマスの収集範囲を木質バイオマスの収集範囲を
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林業の振興

木質バイオマスの収集範囲を木質バイオマスの収集範囲を木質バイオマスの収集範囲を木質バイオマスの収集範囲を

八女市の近隣市町村等へも拡大八女市の近隣市町村等へも拡大八女市の近隣市町村等へも拡大八女市の近隣市町村等へも拡大



木質バイオマス発電技術の調査（発電方式）
木質バイオマス発電の方式は、主に「直接燃焼＋蒸気タービン発電機」と「ガス化＋ガスエンジン等発

電機」に分けられます。

「直接燃焼＋蒸気タービン発電機」では、木質バイオマスを燃焼させ、蒸気によりタービンを回し発電しま

ボイラ

す。「ガス化＋ガスエンジン等発電機」では、木質バイオマスを可燃性ガスに分解し、ガスエンジン等を稼
働させ発電します。

直接燃焼

＋

木質バイオマス

蒸気

タービン

ボイラ

（燃焼炉）

発電機
蒸気

電力蒸気タービン発電機 空気
電力

ガス

エンジン等

ガス化炉

発電機
木質バイオマス

エンジン等 発電機
ガス

電力

ガス化

＋

ガスエンジン等発電機
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木質バイオマス発電技術の調査（方式と規模）

「直接燃焼」と「ガス化」にも様々な種類があり、それぞれ特徴を有しておりますが、一般的に「直接燃焼」
は小規模～大規模な設備、「ガス化」は小規模の設備となっています。は小規模～大規模な設備、「ガス化」は小規模の設備となっています。

ガス化炉

ガ
ス
化

175～2,500 kW

範囲

● 実績

ストーカー炉

ガス化炉化

1,300～4,700 kW

流動床炉

（バブリング）

直
接

燃
焼

2,300～6,500 kW

5,700～21,000 kW

流動床炉

（循環）

（kW）

5,700～21,000 kW
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九州における木質バイオマス発電の事例調査
九州内において、非常に多くの発電設備の建設が予定されていますが、現在の九州内の木材取扱量か

らすると、原料の確保については各設備同士が連携し、効率的な収集体制を構築していくことが重要だと
考えられます。

豊後大野市
㈱ファーストエスコ

日田市
㈱グリーン発電大分

（5,000kW、100千㎥/年、 H25.11)

日田市
㈱ファーストエスコ
（12,000kW、H17.7)

伊万里市
中国木材㈱ 伊万里工場

（9,000kW級、H27.6）

㈱ファーストエスコ
（18,000kW、300千m3 /年、H27.秋)

延岡市熊本市

荒尾市
有明グリーンエネルギー

（5,600kW級、H26.4） 佐伯市
太平洋セメント 大分工場

（50,000kW、石炭混焼、Ｈ27中 ）

日向市
中国木材㈱

（18,000kW、 300千m3 /年、H26.11 ）

八代市
日本製紙㈱ 八代工場

延岡市
旭化成ケミカルズ㈱

（14,000kW、 140千m3 /年、H24.7)
石炭混焼【木質：石炭＝6：4】

熊本市
城南工業団地

（5,000kW、100千m3 /年、検討中）

（18,000kW、 300千m3 /年、H26.11 ）日本製紙㈱ 八代工場
（5,000kW、 100千m3 /年、Ｈ27.3）

水俣市

（5,000kW級、 100千/m3 、検討中）

都農町
ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｲｵﾏｽﾌｧｸﾄﾘｰ（SPC)
（5,700kW、7.2ｔ /年、H26中 ）

川南町
㈱宮崎森林発電所

日南市
王子グリーンリソース㈱ 日南工場
（25,000ｋＷ、 320千m3 /年、H27.3）

石炭混焼【木質：石炭＝8：2】

薩摩川内市
中越パルプ工業㈱ 川内工場

（23,700kW、 474千/m3 、Ｈ27.11）

㈱宮崎森林発電所
（5,700kW、7.2ｔ /年、H27.1,2）

8
計画公開済み（プレス発表・新聞報道あり）

計画検討中

串間市
ｻﾝｼｬｲﾝﾌﾞﾙｰﾀﾜｰ

（3,000ｋＷ、 4.5万ｔ/年、H26.12） Ｈ26.2 現在

既設



木質バイオマス発電原料の調査対象

木質バイオマス発電の原料（燃料）は、国の固定買取制度（再生可能エネルギーにより発電した電力を、
その地域の電力会社が一定価格で買い取る制度）における「未利用材」と「一般木材」を対象としました。

原料原料原料原料 概要概要概要概要
買取価格買取価格買取価格買取価格

（税抜き）（税抜き）（税抜き）（税抜き）

/kWh未利用材 間伐材、森林を適切に伐採し生産した木材 32円/kWh

一般木材 製材等残材、森林（林地）の開発で発生する伐採木等 24円/kWh

※平成25年度の価格

【未利用材】・・・間伐材、端材、枝葉、曲がり材等 【一般木材】・・・バーク、端材、おが屑、背板、チップ等

用材 枝葉

枝葉
バーク おが屑端材

【未利用材】・・・間伐材、端材、枝葉、曲がり材等

端材

用材 角材

製材

（製材機）

背板 チップ

皮むき

（バーカー）
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曲がり材等
枝葉

背板 チップ

チップ化

（チッパー）



木質バイオマス発電原料の調査結果

木質バイオマス発電の原料（燃料）の調達範囲は八女市内に限らず近隣市町村も含むものとし、地域毎

に調達可能量と調達価格を調査しました。なお、未利用材については搬出コストを考慮して、切捨て間伐
材及び枝葉等は除外しました。材及び枝葉等は除外しました。

調査の結果、木質バイオマス発電の原料調達可能量は未利用材が約32,500m3/年、一般木材は約
35,000m3/年、合計すると約67,500m3/年となりました。

福岡県

範 囲

調達量

：福岡県内（半径30km圏外）

：5,000m3/年

【未利用材】

佐賀県

大分県

調達量

価 格

：5,000m3/年

：10,000円/m3【当初対象範囲】
半径30km圏内

ｸ ﾞﾘｰﾝ発電大分

範 囲

調達量

価 格

八女市

佐賀県

：八女地区

：9,000m3/年

：4,000円/m3

【未利用材】

範 囲 ：半径30km圏内

【未利用材】

ｸ ﾞﾘｰﾝ発電大分
【5,700kW】

価 格

熊本県

：4,000円/m3 範 囲

調達量

価 格

：半径30km圏内

：18,500m3/年

：8,000円/m3

範 囲

調達量

【一般木材】

：八女地区

：5,000m3/年
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範 囲

調達量

価 格

：近隣地区
：30,000m3/年

：5,000円/m3

【一般木材】価 格

5,000m /

：2,000円/m3



ケース１ 直接燃焼＋蒸気タービン発電

ケース1は、調査対象範囲の「未利用材」・「一般木材」の調達可能量から、3,000kWを最大として、規模
別に3通りに区分しました。

ケース 【case 1-1】 【case 1-2】 【case 1-3】

条件 発電2,000kW ⇒売電 発電2,500kW ⇒売電 発電3,000kW ⇒売電

事業費 11.4億円 13.5億円 15.5億円事業費 11.4億円 13.5億円 15.5億円

木質発電木質発電木質発電木質発電設備設備設備設備 八女市公共施設等森林等森林等森林等森林等

間伐材など

搬出・運搬

一部

自家消費
小中学校

発電機

チップ化施設チップ化施設チップ化施設チップ化施設

11ボイラ
チッパー

発電機

市役所庁舎



ケース２ ガス化＋ガスエンジン発電

ケース2は、調査対象範囲の「未利用材」を中心とした調達可能量から、2,000kWを最大として、規模別
に3通りに区分しました。

ケース 【case 2-1】 【case 2-2】 【case 2-3】

条件 発電500kW ⇒売電 発電1,000kW ⇒売電 発電2,000kW ⇒売電

事業費 7.1億円 10.8億円 16.3億円事業費 7.1億円 10.8億円 16.3億円

木質発電設備木質発電設備木質発電設備木質発電設備 八女市公共施設等森林森林森林森林

一部

自家消費
小中学校

搬出・運搬

チップ化施設チップ化施設チップ化施設チップ化施設

間伐材など

バイオマス

バイオマスバイオマス

バイオマス

チップ化施設チップ化施設チップ化施設チップ化施設

12ガス化炉

発電機

市役所庁舎チッパー



ケース３ 直接燃焼＋小型蒸気発電＋熱利用

ケース3は、市内の「未利用材」・「一般木材」の調達可能量から、天然ガス（LNG）を使用している民間施
設での蒸気利用を主とした小型発電を想定し、3通りに区分しました。

ケース 【case 3-1】 【case 3-2】 【case 3-3】

条件
蒸気3.0t/h＋発電50kW
⇒売電（補助金なし）

蒸気3.0t/h＋発電50kW
⇒自家消費（1/2補助金）

蒸気3.0t/hのみ
⇒発電なし（1/2補助金）⇒売電（補助金なし） ⇒自家消費（1/2補助金） ⇒発電なし（1/2補助金）

事業費 2.5億円 1.2億円 1.0億円

森林 木質発電設備

小型蒸気

森林

土場等

木質発電設備

工場

運搬

中間土場中間土場

減圧後

低圧蒸気

減圧後

低圧蒸気

小型蒸気
発電機林地残材 キュービクル

収集

運搬
チッパー

林地残材林地残材
チップチップ

電気電気

熱利用
中間土場

等での乾燥

中間土場

等での乾燥

蒸気蒸気

売電
or

自家消費

チップチップ
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自家消費

木質バイオマス蒸気ボイラー



ガス化＋ガスエンジン発電の採算性評価

ケース3は、市内の「未利用材」・「一般木材」の調達可能量から、天然ガス（LNG）を使用している民間
施設での蒸気利用を主とした小型発電を想定し、3通りに区分しました。

ケース 【case 3-1】 【case 3-2】 【case 3-3】

条件
蒸気3.0t/h＋発電50kW
⇒売電（補助金なし）

蒸気3.0t/h＋発電50kW
⇒自家消費（1/2補助金）

蒸気3.0t/hのみ
⇒発電なし（1/2補助金）⇒売電（補助金なし） ⇒自家消費（1/2補助金） ⇒発電なし（1/2補助金）

事業費 2.5億円 1.2億円 1.0億円

森林 木質発電設備

小型蒸気

森林

土場等

木質発電設備

工場

運搬

中間土場中間土場

減圧後

低圧蒸気

減圧後

低圧蒸気

小型蒸気
発電機林地残材 キュービクル

収集

運搬
チッパー

林地残材林地残材
チップチップ

電気電気

熱利用
中間土場

等での乾燥

中間土場

等での乾燥

蒸気蒸気

売電
or

自家消費

チップチップ

14

自家消費

木質バイオマス蒸気ボイラー



木質バイオマス発電の総合評価

各ケースにおいて採算性を含めた事業性を検証し、項目ごとに重み付けをして木質バイオマス発電の総
合評価としました。

項目

ケース１ ケース２ ケース３

重み付け

点数

【直接燃焼 ＋ 蒸気タービン】 【ガス化 ＋ ガスエンジン】
【直接燃焼 ＋ 小型蒸気

発電機 ＋ 蒸気利用】

case1-1 case1-2 case1-3 case2-1 case2-2 case2-3 case3-1 case3-2 case3-3case1-1 case1-2 case1-3 case2-1 case2-2 case2-3 case3-1 case3-2 case3-3

2,000kW 2,500kW 3,000kW 500kW 1,000kW 2,000kW 50kW 50kW －

エネルギー

利用

利用率 ％ 14.6 15.3 16.1 17.6 18.5 20.0 82.4 82.4 80.0

評価 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.4 10.0 10.0 9.7 10評価 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.4 10.0 10.0 9.7 10

燃料調達

市内調達率 ％ 28.3 23.8 20.8 100.0 77.8 42.3 100.0 100.0 100.0

評価 5.7 4.8 4.2 20.0 15.6 8.5 20.0 20.0 20.0 20

千万/

採算性

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ
千万/

年
-8.64 -7.26 -5.46 -2.96 -3.35 -2.77 2.60 2.68 2.62

評価 0.0 2.4 5.6 10.0 9.3 10.4 19.8 20.0 19.9 20

新規雇用 人 29 30 31 19 24 29 17 17 17 

雇用

新規雇用 人 29 30 31 19 24 29 17 17 17 

評価 9.4 9.7 10.0 6.1 7.7 9.4 5.5 5.5 5.5 10

二酸化
CO2削減量 ｔ/年 8,491 10,614 12,737 1,952 3,904 7,808 3,999 3,999 3,720
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炭素削減 評価 3.3 4.2 5.0 0.8 1.5 3.1 1.6 1.6 1.5 5

総合評価総合評価総合評価総合評価 20.220.220.220.2 23.023.023.023.0 26.826.826.826.8 39.039.039.039.0 36.336.336.336.3 33.833.833.833.8 56.956.956.956.9 57.157.157.157.1 56.656.656.656.6



木質バイオマス発電の検討結果

ケース１は、原料の70％以上を広域からの供給に頼らざるを得ない状況

にあり、事業採算性の確保が厳しいため、最も低い総合評価となりまし

た。

◎

た。

ケース２は、事業採算性の確保は厳しいですが、八女市内における燃料◎ ケース２は、事業採算性の確保は厳しいですが、八女市内における燃料

の調達割合が高いため、燃料供給体制の確立等の施策次第では事業

採算性を向上させる余地があり、ケース１よりも高い総合評価となりまし

た。

◎

た。

ケース３は、燃料を全て八女市内で調達することが可能であり、発電・熱

利用併用のいずれのパターンでも事業採算性はクリアできる結果となっ

◎

利用併用のいずれのパターンでも事業採算性はクリアできる結果となっ

たため、最も高い総合評価となりました。

以上の結果より、本市においてはバイオマス利活用推進の観点から、発

電事業にとらわれず、熱利用等の総合的なエネルギー利用を検討し、

推進していく必要があります。また、九州内に多数の木質バイオマス発

◎
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推進していく必要があります。また、九州内に多数の木質バイオマス発

電所が建設される見通しですので、八女市外のバイオマス発電所への

チップ供給も検討の余地があります。



木質バイオマス関係事業の実施方法
本事業化調査で得られた結果は、平成21年9月に設置した「八女市バイオマス利活用推進委員会」で他

のバイオマス関係事業等と連携しながら、詳細検討・推進を図っていきます。

森林
木質燃料製造場所

森林
木質燃料製造場所

中間土場・発電設備隣接

未利用材
一般木材

CO

COCO

CO2

22

2

CO

COCO

CO2

22

2吸収

吸収

未利用材

一般木材

製材所等製材所等

製材端材（一般木材）

熱需要施設 木質発電設備（市外含む）

熱ｴﾈﾙｷﾞｰ 病院病院 温浴施設温浴施設

利用施設（例） 利用方法（例）

給湯

ｼｬﾜｰ

CO

COCO

CO2

22

2CO

COCO

CO2

22

2 削減 削減

農業用ハウス
栽培施設

農業用ハウス
栽培施設

温水

温風

又は

又は

プールプール 公共施設公共施設

食品加工場食品加工場

プール

加温

浴槽加温

ハウス内加温

施設内冷暖房
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木材乾燥木材乾燥

蒸気
バイオマスボイラ

食品加工場食品加工場

クリーニング工場クリーニング工場

食品煮炊き、

殺菌

衣類乾燥

アイロン

木材乾燥

売電

又は

公共施設等で利用


